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平成２１年度３月補正予算（第９号）の概要 
 

 

１ 予算規模等 

 今回の補正予算は、地域情報通信基盤整備事業、上部東西線改良事業（街路）等の公共事業をはじめ、

生活路線維持運行対策費、子ども手当事務費等の施策費、単独事業及び経常経費の過不足について予算措

置しています。 

この結果、一般会計では、補正額１億１，８６６万円の減、補正後の予算総額は歳入歳出それぞれ 

４４２億７，４４１万３千円となり、対前年度同期比は、２１億４，６７４万３千円、５．１％の増とな

っています。 

 

 

また、特別会計では、 

 

（１）平尾墓園事業特別会計が、補正額２，０００万円の減、補正後の予算総額は、歳入歳出それぞれ 

１億２，４０８万円となり、対前年度同期比は９，５２２万６千円、３３０．０％の増 

 

 

（２）公共下水道事業特別会計が、補正額３億３，９９０万２千円の減、補正後の予算総額は、歳入歳出

それぞれ７９億５，５２２万６千円となり、対前年度同期比は、８億８，３６０万７千円、１２．５％

の増 

 

 

（３）介護保険事業特別会計が、補正額１億３，２９８万３千円の増、補正後の予算総額は、歳入歳出そ

れぞれ１０４億５，８０１万８千円となり、対前年度同期比は、３億８，７２５万５千円、３．８％

の増 

 

 

一般会計、特別会計合わせた補正額は、３億４，５５７万９千円の減、補正後の予算総額は、歳入歳出

それぞれ７７９億４，４５７万１千円となり、対前年度同期比は、２９億５，２８９万１千円、３．９％

の増となっています。 
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２ 一般会計補正予算の主な事業 

（１）公共事業 

地域情報通信基盤整備事業（企画部 情報政策課）  

１ 事業目的 

ハイビジョン対応テレビが普及する中、ケーブルテレビ自主放送のハイビジョンデジタル化が市

民から求められており、整備を図る。また、自前のＩＰ電話サービスの構築を図る。 

２ 補正の内容  補助金の追加 

                              （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

２２，６４４  １６，８３３  ３９，４７７  

財源内訳 
国 

一財 

２１，０４７ 

１，５９７ 

１６，８３３ 

０ 

３７，８８０ 

１，５９７ 

 （株）ハートネットワークのケーブルテレビ自主放送のハイビジョンデジタル化整備及びＩＰ電

話サービスの整備に係る補助金。 

（１）補助金   １６，８３３千円 

３ 補正に係る財源内訳 

（１） 国100%    16,833千円 

 

上部東西線改良事業（街路）（建設部 道路課） 

  １ 事業目的 

上部地区を東西に結ぶ、国道１１号のバイパス機能を持った路線であるとともに、テクノパー

ク・広瀬公園・山根公園を直線的に結ぶ路線であることから、生活支援、観光客の誘致等の観点か

ら、重要な路線であり整備を図る。 

 ２ 補正の内容  用地費及び委託料等の追加 

                              （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

 １２，０００  ２５，０００  ３７，０００  

財源内訳 

国 

市債 

一財 

０ 

１１，４００ 

６００ 

１３，７５０ 

１０，６００ 

６５０ 

１３，７５０ 

２２，０００ 

１，２５０ 

 国庫補助の内示に伴い、用地費及び委託料等の追加。 

（１）用地費    ２３，２００千円 

     A=1,840㎡ 

（２）委託料       ６００千円 

    登記事務業務委託一式 

（３）事務費等一式  １，２００千円 

３ 補正に係る財源内訳 

（１） 国55%    13,750千円 

（２） 市債95%   10,600千円 

（３） 一財        650千円 
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小・中学校エコ改修事業（教育員会事務局 学校教育課）  

１ 事業目的 

文部科学省において、太陽光パネルの設置をはじめとする「スクール・ニューディール構想」

が策定された。地球温暖化対策への貢献、光熱費の削減、環境教育への活用等の効果を考え、

全ての小・中学校に太陽光パネルを設置する。 

２ 補正の内容  工事費の追加 

                              （単位：千円）  

事業費（小学校） 
補正前 今回補正額 補正後 

 ３４９，０６９  △１５７，０６９  １９２，０００  

財源内訳 

国 

市債 

一財 

３３０，６００ 

１８，４００ 

６９ 

△１８６，６００ 

２９，６００ 

△６９ 

１４４，０００ 

４８，０００ 

０ 

事業費（中学校） 
補正前 今回補正額 補正後 

 １８９，４１０  △９３，４１０  ９６，０００  

財源内訳 

国 

市債 

一財 

１７９，３６３ 

１０，０００ 

４７ 

△１０７，３６３ 

１４，０００ 

△４７ 

７２，０００ 

２４，０００ 

０ 

国の補助事業費の減額に伴い、事業計画を変更し、屋上防水工事及び蛍光灯更新工事を実施せ

ず、太陽光パネル設置工事のみとしたため、工事費を減額する。 

（１）工事費   △250,479千円（小学校△157,069千円、中学校△93,410千円） 

３ 補正に係る財源内訳 

（１）国   △293,963千円（小学校  △186,600千円、中学校  △107,363千円） 

（安全・安心な学校づくり交付金及び地域活性化・公共投資臨時交付金） 

（２）市債    43,600千円（小学校   29,600千円、中学校   14,000千円） 

（３）一財     △116千円（小学校     △69千円、中学校     △47千円） 

  

公共事業は、これらの事業で、２億４，３０４万６千円の減となっています。 

 

（２）施策費 

 生活路線維持運行対策費（経済部 運輸観光課）  

１ 事業目的 

公共輸送手段を必要とする市民にとって不可欠な生活交通路線を維持するため、「新居浜市生活

交通バス路線維持・確保対策事業費補助金交付要綱」に基づき助成する。 

  ２ 補正の内容  補助金の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

 ７２ ４６，７４４  ４６，８１６  

財源内訳 
県 

一財 

０ 

７２ 

１１，２０２ 

３５，５４２ 

１１，２０２ 

３５，６１４ 

    補助対象期間（平成２０年１０月１日～２１年９月３０日）の路線バスの運行実績がまとまり、

補助金の額が確定したことにより、補助金を追加する。 

   (１)補助金  ４６，７４４千円   周桑営業所～マイントピア別子等８路線１１系統 

３ 補正に係る財源内訳 

(１)県 1/2 （11,202千円） 

(２)一財  （35,542千円） 
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子ども手当事務費（福祉部 児童福祉課）（新規） 

１ 事業目的 

子ども手当の円滑な実施を図るためのシステム開発等の整備を行う。 

 ２ 補正の内容  委託料等の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

 ０  １１，００３  １１，００３   

財源内訳 
国 

一財 

０ 

０ 

１０，５３７ 

４６６ 

１０，５３７ 

４６６ 

    子ども手当実施に係るシステム改修経費等及び事務費。 

    （１）委託料    １０，５３７千円 

    （２）時間外勤務手当   ４６６千円 

３ 補正に係る財源内訳 

(１)国100%    10,537千円 

(２)一財       466千円 

 

 

緊急雇用介護雇用プログラム事業費（福祉部 介護福祉課）（新規） 

１ 事業目的 

    高齢化の進展に伴い、介護従事者は必要な人材となっているが、重労働・低賃金等から離職率が

高く、それゆえ在職者に負担が増えていくといった悪循環で、新居浜市内の介護事業者は人材の確

保に大変苦慮している。 

    このような介護分野の人材の育成・安定的雇用の確保を図る取組みとして、愛媛県の緊急雇用創

出事業臨時特例基金を活用して、「働きながら資格をとる」介護雇用プログラムを実施する。 

 ２ 補正の内容  委託料の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

０ １０，０７３ １０，０７３  

財源内訳 県 ０ １０，０７３ １０，０７３ 

   求職者を有期雇用契約労働者として雇用し、介護事業所での就労と資格養成校への通学により、

介護福祉士の資格が取得できる事業を介護事業所に委託する。 

  （１）委託料    １０，０７３千円 

３ 補正に係る財源内訳 

(１)県10/10   10,073千円 

 

 施策費は、これらの事業で、５，４７３万７千円の増となっています。 
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（３）経常経費 

生活保護費（福祉部 福祉課） 

１ 事業目的 

    生活扶助、医療扶助等に要する経費 

 ２ 補正の内容  扶助費の追加 

                                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

２，０３１，３５５ ９６，０００ ２，１２７，３５５  

財源内訳 

国 

県 

諸収入 

一財 

１，５１６，０１６ 

１０１，５６７ 

１０，０００ 

４０３，７７２ 

５４，７５０ 

４，８００ 

２３，０００ 

１３，４５０ 

１，５７０，７６６ 

１０６，３６７ 

３３，０００ 

４１７，２２２ 

    

  (１)扶助費    ９６，０００千円 

３ 補正に係る財源内訳 

(１)国          54,750千円 

(２)県          4,800千円 

(３)諸収入      23,000千円 

(４)一財           13,450千円 

 

 経常経費は、１億１，６１３万９千円の増となっています。 

 

（４）単独事業 

単独事業は、１，６４９万円の減となっています。 

 

 

３ 事業を賄う財源（款別歳入） 

                                  （単位：千円） 

款 補正前の額 今回補正額 補正後 

市 税 １７，９０７，０００ ２５０，０００ １８，１５７，０００ 

地 方 交 付 税 ４，９８４，１０６ ４７５，８４５ ５，４５９，９５１ 

国 庫 支 出 金 ６，００５，６９４ △１４９，２６２ ５，８５６，４３２ 

県 支 出 金 ２，７６７，１１４ １３，９７４ ２，７８１，０８８ 

財 産 収 入 ５９，４３９ １３８，８５２ １９８，２９１ 

繰 入 金 １，８４０，８５４ △５８７，０９０ １，２５３，７６４ 

諸 収 入 １，８１３，８６７ １５，９２１ １，８２９，７８８ 

市 債 ４，６２４，１０８ △２７６，９００ ４，３４７，２０８ 

計 ４４，３９３，０７３ △１１８，６６０ ４４，２７４，４１３ 
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４ 特別会計の補正内容 

（※財源内訳は今回補正に係る財源のみ記載しています。） 

（１）平尾墓園事業特別会計                      （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

１４４，０８０  △２０，０００   １２４，０８０   

財源内訳 市債 １３０，０００ △２０，０００ １１０，０００ 

    ・工事の入札減少金に伴う減額補正 

 

（２）公共下水道事業特別会計                  （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

８，２９５，１２８   △３３９，９０２   ７，９５５，２２６   

財源内訳 

使用料 

市債 

繰入金 

１，２１０，０００ 

４，７４９，４００ 

１，５４２，９５２ 

△１０，０００ 

△３４０，７００ 

１０，７９８ 

１，２００，０００ 

４，４０８，７００ 

１，５５３，７５０ 

    ・補償金免除繰上償還の減額に伴う償還金の減額補正 

 

（３）介護保険事業特別会計                      （単位：千円） 

事業費 
補正前 今回補正額 補正後 

１０，３２５，０３５  １３２，９８３   １０，４５８，０１８   

財

源

内

訳 

国 

県 

支払基金交付金 

財産収入 

繰入金 

２，４８２，２８４ 

１，４１５，４５０ 

２，９３６，２６４ 

０ 

１，４８０，８０９ 

４３，２３０ 

２０，３８４ 

４８，９２２ 

６３ 

２０，３８４ 

２，５２５，５１４ 

１，４３５，８３４ 

２，９８５，１８６ 

６３ 

１，５０１，１９３ 

    事業所の増加に伴う利用サービスの増による保険給付費の追加補正等 

     ・保険給付費（１６３，０７６千円） 

介護サービス等諸費 

審査支払手数料 

高額介護サービス等費 

     ・基金積立金（△３０，０９３千円） 

介護給付費準備基金積立金 

      

                                   


